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熱中症対策に資する情報提供

○ 2週間気温予想（向こう２週間の気温の見通し）

○ 早期天候情報（ 6日～14日後の５日間平均気温が

「かなり高い」となる確率が３０％以上の場合に発表）

～14日先

～７日先

今日

１日先

○ 天気予報（今日と明日の最高気温）

○ 天気分布予報（明日の最高気温、明日

までの気温の見通しを地図形式で確認）

○ アメダス、推計気象分布（全国各地の現在の気温）

○ 気温の状況（今日の最高気温のランキング、観測史上１位の値の更新状況）

○ 週間天気予報（翌日から7日先までの最高気温の見通し）

気象庁が提供する気温の見通し等

• 環境省と共同で「熱中症警戒アラート」を気象庁HP等で発表・周知

• 環境省が「熱中症特別警戒アラート」を発表した際には、防災事項について気象解説

情報により気象庁HP等で周知するとともにXで国民へ広く呼びかけ

• 最高気温が40℃以上の日を「酷暑日」と定めることで、暑さへの一層の警戒を呼びかけ

• 気温の見通し等の提供

資 料 ２
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①社会全体で利用する公益性の高い情報
•  早めの防災対策や事前の対応のための情報

②産業分野での高度な利用を支援する情報
• 様々な産業分野に共通するニーズに応える情報
• 民間気象事業者等を通じてきめ細かな情報を提供する
ためのデータや解説

• 近年の顕著な大雨や大雪、記録的な猛暑による被害の多
発や、今後の地球温暖化の進行で懸念される極端な高温や
大雨の頻度の増加等に対応するため、早めの防災対策や社
会経済活動の生産性向上に資する情報提供が必要。  

社会的ニーズを踏まえた情報の高度化の方向性

◼ 社会的ニーズ ◼ 1週間から数か月先の情報の高度化の方向性

• 気象業務の健全な発達を図ることにより、災害の予防、交通の安全の確保、産業の興隆等公共の福祉の増進に寄与する。
• 産学官連携のもと、最新の科学技術を取り入れ、観測・予報の技術開発を推進する。
• 社会の様々な場面で必要不可欠な国民共有のソフトインフラとして気象情報・データが活用されることを促進する。

早めの防災対策や事前の対応のための情報

除排雪の準備、水や電力の管理、
大雨等の対応準備、人員の確保 災害への備え

熱中症対策

共通するニーズに応える情報、きめ細かな情報提供のためのデータや解説

農業や製造・物流など様々な産業分野の生産性向上

官民で連携して
より安心で豊かな社会に

①社会全体で利用する
 公益性の高い情報

民間気象事業者等を通じた
きめ細かな情報提供

②産業分野での高度な
利用を支援する情報

報道の解説や民間気象事業者等
のサービスの充実

2030年までの実現を目指す1週間から数か月先の情報の高度化の方向性

基本的な考え方（気象庁の任務）
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2週間先まで

情報の高度化のポイント

早めの防災対策や事前の対応のために、シンプルで分かりやすい情報や解説を提供

緑枠の部分を新設

大雨や大雪、熱中症など、より早期の防災対策に

✓ 2週間先まで日別で天気予報と警報級の可能性
の情報を提供

✓  実況と今後の見通し、防災事項の解説を充実

1か月先まで 物流、農業、水産業等の気候リスクの一層の軽減、生産性向上に

✓  気温、降水量等の予報期間を細分化
✓  1か月先までかなりの高温・低温の可能性を提供
✓  実況と今後の見通しの解説を充実

3か月先まで 生産、流通、販売等、広く社会経済の気候リスクの軽減、生産性向上に役立つ情報に

✓暑夏・暖冬などの「高い」「低い」気温について、確度に応じたメリハリのある確率で気温を予報
✓ 「予報のポイント」を新設し、気温の変動への注意喚起など、実況と今後の見通しの解説を充実

赤字の部分を新設

早期の防災対策、計画的な災害復旧活動や
除排雪などの活動を支援

警報級の可能性あり
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